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石狩・後志ゆかりの先人たち

詳しくはこちら

違星　北斗
1902(明治35)年、余市町に生まれたアイヌ民族の歌人

本名瀧次郎

生没年：1902年～1929年
出身地：北海道余市町

い    ぼし           ほく     と

1902（明治35）年、北海道余市町生まれ。本名を瀧次郎と言いました。余市
町内の小学校を卒業後、北海道内で職を転 と々した後上京し、アイヌ語研究
などで知られる金田一京助らとも交流を深めますが、自ら帰道し、余市町内の
遺跡発掘や古老の聞き取りを行い、売薬の行商人として再び道内を巡りま
す。この間、地元での活動をはじめ各地のアイヌと交流しつつ、多くの短歌を
のこし歌人としての評価を高めましたが、結核により1929（昭和4）年に27
歳という若さで亡くなりました。

詳しくはこちら

バチェラー八重子
歌人として、キリスト教伝道者として

生没年：１８８４年～１９６２年
出身地：北海道伊達町（現 北海道伊達市）

や     え     こ

有珠（現伊達市）のアイヌ・向井富蔵夫妻の二女。7歳のとき、父と親交の
あったイギリス人宣教師ジョン・バチェラーから受洗、札幌に出てバチェラー夫
妻のもとで学び、その養女となりました。1908（明治41）年には養父母ととも
に渡英、伝道師として任命を受け、帰国後は札幌や平取などで伝道に従事し
ます。大正から昭和初期にジョン・バチェラーのもとに集ったアイヌ民族が中
心となって札幌で発行された雑誌『ウタリグス』や『ウタリ之友』に多くの文章
を寄稿。1931（昭和6）年には短歌集『若きウタリに』が出版されています。

詳しくはこちら

琴似　又市
札幌地方のアイヌ民族指導者

生没年：1840年代～1890年代
出身地：北海道浦臼町

こと     に また    いち

松浦武四郎の記録によれば「ウラシナイ」（現 北海道浦臼町）の生まれ。少
年時代に石狩川下流に住み幕府の役人の「めしたき（身の回りの世話をす
る役）」などをするなかで、日本語の読み書きなどを身につけました。明治初
年は現在の札幌の都心近くに住み、開拓使から当時のコトニの「乙名」（地
域のアイヌのリーダー）に任じられていますが、後に石狩川下流に近い郊外
に転居しています。また研究者に札幌のアイヌ文化を語り残した人でもあり
ました。

写真／北海道大学附属図書館所蔵 写真／北海道大学附属図書館所蔵

アイヌ-暮らし
豊かな自然の恵みを大切にするという精神

今日では、アイヌ民族も和人（日本の民族的多数派）も

グローバル化した暮らしをしていますが、

かつては環境をうまく利用することで

物資の調達や移動をしていました。

そのため、川や海沿いの場所を選んで村が作られ、

狩りや猟、植物などの採集や農耕が営まれました。

日々の糧を与える自然環境を大切にするため、

採りつくすことや独占を戒める物語も伝えられてきました。

採れたものはその日の食卓にあがるだけではなく、

長い冬の間や飢饉などに備えるための

保存食、交易用の商品ともなりました。

月曜（祝日の場合は翌平日）、年末年始ほか 定休

9:30～17:00（10～4月は16:30まで）時間

www.hm.pref.hokkaido.lg.jpURL

《北海道博物館》
「北海道120万年物語」「アイヌ文化の世界」など
5つのテーマに沿って北海道の自然環境、歴史、文
化をひも解く博物館。本物の化石や歴史的文化財
など、幅広い年代が楽しめる総合展示のほか、ユ
ニークな企画展やイベントなども行われています。

（アイヌ・和人）

※こちらの情報は「北海道先人カード」「ヤウンモシリホッカイドウパンフレット」「WEBサイト アイヌガイドポータル」から転載したものです
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親からは、自分がアイヌだとは知らされていませんでした。25歳くらいの時に木彫りは習いましたが、ただやってみたいと思っただけで。サッポロピリカコタ

ンへの就職を母に勧められた時に、なんとなく自分はアイヌなのかなと思うようになりました。そこで働く以上、アイヌ文化を知ることは必須です。まずはピリ

カコタンにたくさんあった本でアイヌ文化を勉強し、わからないことは仲間に尋ねながら工芸品も作り始めました。

　その1年後に「札幌ウポポ保存会」に入って、はじめて民族衣装を身にまといました。血が騒ぐというか、なんとも言えない感情が生まれたことをよく覚え

ています。それから17年ほど活動していますが、保存会にいることで文化の伝承ができることをつくづく感じます。いい例がアイヌの儀式です。カムイに捧

げる歌や踊り、儀式で着る衣装、必要な料理や供物まで、すべて経験することができます。これは保存会にい

るからできることです。

　私は手仕事が好きなので、工芸品はすぐに作れるようになりましたが、それだけではアイヌとは言えません。

同じように、歌が歌えること、踊りが踊れることがすなわちアイヌではありません。大切なのは、アイヌとしてしっか

りとした芯を持つことです。最近になって、アイヌの精神性や文化をきちんと理解して、それを基礎として活動を

している人を育てていきたいとも思うようになりました。今後は、そんな若い人たちのために尽力したいと考えて

います。

フラを踊るように
アイヌ古式舞踊を
みんなが楽しむ
世の中にしたい

（株）プライム アイヌモシリ三光
新千歳空港店 店長

札幌ウポポ保存会事務局長

藤岡 千代美さん

札幌ウポポ保存会にいるからできることがあります。

その後、現在の会社に転職しました。週に3～4日ほど新千歳空港の店舗に出て、あとは会社でデザインの仕事をしています。その一環として、新千歳空

港国際線ターミナル3階 保安検査場壁面ステンドグラス「アイヌモシリ－神々の住む大地－」のアイヌ文様を監修しました。北海道の窓口となる空港の、し

かも国際線に飾られるということで、アイヌ文様や着物のステンドグラスという案もありましたが、最終的に動物にアイヌ文様を入れることを決めました。

　カムイである動物にアイヌ文様を入れることについては、アイヌの中でも絶対に賛否が分かれると思いました。

でも、伝統に固執していては新しいものは生まれません。そもそもステンドグラスはアイヌ文化には存在しないもの

ですし。北海道の大自然とそこに生きる動物たちにアイヌの伝統的な文様を組み合せて表現することで、より多

くのみなさんがアイヌ文化に興味を持つきっかけになってくれればいいと考えました。

　アイヌ文様に関してはオリジナルの文様を考えて、デザインを担当するステンドグラスの会社に、それを崩さな

いように描いてもらいました。アイヌ文様についてはトラブルもありますが、アイヌである私が関わることで、守らな

ければならない最低限の決まりごとをクリアすることができます。出来上がった作品のクオリティにはとても満足し

ています。新型コロナウイルスが落ち着いた後には、きっと多くの外国人観光客にアピールできることでしょう。

新千歳空港ステンドグラスのアイヌ文様をデザイン。

（2020年9月）
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ほかに大きな仕事としては、新ひだか町の真歌公園に建立された新しいシャクシャイン像の衣装や装身具の監修も担当しました。「平和と共生を祈る」

というコンセプトに基づいて、新ひだかアイヌ協会と何度も打ち合わせを重ね、凛 し々い威厳の中にも優しさを表現するデザインとなりました。まだ訴えな

ければならないこともありますが、以前の像が作られた時代とは社会背景も変わりましたから、戦いではなく話し合いでの解決を呼びかけ、あらゆる民

族と共存共栄する平和な未来と、恵みの大地に感謝の意を込めた立ち姿のオンカミ（拝礼）の姿となりました。

　これまで差別や偏見に苦しんできたアイヌがいる一方で、今の若い世代にとっては、アイヌは格好いいものというイメージもあるようです。新千歳空港

の店舗でも、オープン当初は本当にマニアックなお客さまが立ち寄るくらいだったのが、アイヌ文化に関心を持つ若い層が増えました。きっかけはやっぱ

り「ゴールデンカムイ」ではないでしょうか。アイヌの工芸品はプレゼントとしても喜ばれるそうで、北海道のお土産の新たな定番になっています。

　アルバイトを雇うときによく言うのが、「あなたの対応が、そのままアイヌの人たちのイメージになります」ということ。いち土産物店ですが、アイヌ文化の

一端を担っているというプライドが大事なんです。お客様に尋ねられて「わかりません」ということのないように、スタッフにはアイヌ文化の知識もできるだ

け教えています。応募してくるのは、もともと興味を持っている人たちなので、積極的に勉強してくれてとても助かっています。

アイヌの工芸品が、北海道のお土産の新たな定番に。

アイヌ文化の伝承については危機感を持っています。昔のことを知っている私の母の世代がすでに70代ですから、早くしないと途絶えてしまうので

はないかと。なんとかしたいと思うものの、それぞれ普段の生活もあるので、アイヌ文化のことばかり考えているわけにもいかないのが難しいところで

す。口伝えだけでは限界がありますから、マニュアルを作るのも一つの手ではないかと思います。本当にそういう状況になってきているんです。

　札幌ウポポ保存会も継続させて、次の世代につないでいくのが私たちの役目です。子どもたちにも、強制するのではなく、ただその場にいてくれる

だけでいいと言っています。保存会の集まりに来ても何もしないでいるような子でも、家に帰ってから歌を口ずさんだり踊ったりしているようです。それ

で十分だと思うので、その環境だけは守らなくてはいけません。それと同時に、子どもたちが希望を持てるような社会にしていくことも大人のアイヌの

課題です。

　個人的には自分の作品の個展を開くのが夢ですが、大きな目標としてはアイヌの雇用が広がるような活動をしていきたいですね。アイヌがアイヌ

の仕事で食べていけるような社会になるのが理想です。たくさんの人が、ハワイアンキルトをやるようにアイヌの刺繍を趣味にしたり、フラを習うのと同

じ感覚でアイヌ古式舞踊を習ったり。アイヌ文化は世界的にもすばらしい文化なので、それくらい「あたりまえ」で「おしゃれ」な存在になれるはずだと

思っています。

アイヌがアイヌの仕事で食べていける社会をめざして。

（2020年9月）



AINU
BIRATORI



平取エリア BIRATORI

平取ゆかりの先人たち

詳しくはこちら

平村　ペンリウク
平取コタンのコタンコロクル

生没年：1833年～1903年
出身地：北海道平取町

ひら    むら

江戸時代の終わり頃から明治にかけての平取のコタンの指導者（コタンコロ
クル）の一人とされています。平取を訪れた政府や北海道庁の高官たち、外
国人の旅行者、研究者らの応接にもあたり、例えばイギリス人宣教師ジョン・
バチェラーにはアイヌ語を教えキリスト教の布教にも手助けをしたことなどが
知られています。1887（明治20）年には当時の北海道庁長官・岩村通俊に
呼ばれてアイヌの現状を語っています。また、1880（明治13）年には義経神
社下に小学校を開設するなど、子弟の教育に熱心に取り組みました。

詳しくはこちら

萱野　茂
アイヌ民族初の国会議員

生没年：1926年～2006年
出身地：北海道平取町

かや    の　         しげる

幼少期にアイヌ語をよく知る祖母のもとで育ち、青年期は炭焼きや測量士など
に従事していましたが、伝統的な生活文化が急速に喪われる様子や、研究者
や蒐集家の振る舞いに心を痛めたことなどがきっかけとなり、自ら民具を集め、ア
イヌ語の録音を始めました。1972（昭和47）年に二風谷アイヌ資料館を設立、
『アイヌの碑』『ウエペケレ集大成』『萱野茂のアイヌ語辞典』など多くの著作を
発表していきます。1983（昭和58）年には自ら講師となる「二風谷アイヌ語塾」
を開設するなど、アイヌ文化の記録と伝承に取り組みました。1994（平成6）年
に参議院議員となり、アイヌ文化振興法の成立などに力を尽くしました。

詳しくはこちら

川上　勇治
エカシやフチの語りを記録

生没年：1930年～2004年
出身地：北海道平取町

かわ   かみ           ゆう     じ

1930（昭和5）年、平取村ペナコリに生まれました。1963（昭和38）年に川
上牧場を開設して軽種馬生産を始め、その傍ら古老らからのウバシクマ（言
い伝え）などの聞き取りを開始、それらは『サルウンクル物語』、『エカシとフチを
訪ねて』などの著作としてまとめられ、今日に遺されています。地元の歴史をま
とめた『郷土史におい』でも編集の中心を担いました。また、北海道アイヌ協
会の理事や平取町二風谷アイヌ語教室の運営委員長など、アイヌ民族の
権利回復や文化伝承の要職をつとめました。 

詳しくはこちら

貝澤　正
アイヌの経済的自立と社会的地位向上に尽力

生没年：1912年～1992年
出身地：北海道平取町

かい   ざわ          ただし

農業に従事する傍ら、若くして当時のアイヌ協会などの活動に参加、機関誌
『蝦夷の光』にも寄稿しています。1941（昭和16）年には開拓団員として満
州に渡り、帰国後ふたたび二風谷で農業に励み全道でも知られるほどの篤
農家となりました。地域の信望も厚く、町会議員や二風谷アイヌ文化資料館
初代館長などに就任、北海道ウタリ協会の副理事長として会員拡大・組織
強化に貢献、世界の諸民族との交流事業などを進めました。晩年、二風谷ダ
ム建設に伴う土地の強制収用に反対し、建設省での意見陳述などを通して
自分たちの歴史を踏まえた北海道のあり方を問い続けました。

《平取町立二風谷アイヌ文化博物館》
アイヌ文化を正しく受け継ぎ、未来へと伝えていく
ことがコンセプト。民具や工芸品など、人間と神と
自然が一体となったアイヌの暮らしと文化を伝え
る展示資料のほか、アイヌに伝わるユカラ（英雄叙
事詩）の映像など視聴覚資料も充実しています。

9:00～16:30時間

月曜（11月16日～12月15日、1月16日～4月15日）、
12月16日～1月15日は休館

定休

www.town.biratori.hokkaido.jp/biratori/nibutani/URL

（アイヌ）

アイヌ-手仕事
木彫りや刺繍に見るアイヌ文化の美

アイヌ民族の衣服や持ち物には、

独特のアイヌ文様が施されています。

渦巻や波型などのベースとなる形状があり、

それらを組み合わせて複雑なデザインが作られています。

食器やマキリ（小刀）などの木彫は

オッカイカラぺ（男のつくるもの）と呼ばれ、

刺繍や編み物などはメノコカラぺ（女のつくるもの）と呼ばれます。

江戸時代には和人にもその存在が知られ、

交易品として本州にももたらされました。

※こちらの情報は「北海道先人カード」「ヤウンモシリホッカイドウパンフレット」「WEBサイト アイヌガイドポータル」から転載したものです
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白老の高校を卒業して、父の後を継いで木彫をやろうと思って平取に戻りました。最初は店先で観光土産を制作していました。お客さんの「こんなのが

欲しい」というリクエストに応えながら、好きなものを彫るのは楽しかったですね。三人兄弟の長男で、手先は弟たちの方がずっと器用でしたが、地道に

コツコツとやっていました。

　最初の転機となったのは、北海道を代表する木彫家の藤戸竹喜さんに出会ったことでした。祖母のもとを

訪れた藤戸さんに、小さな熊の写実彫刻をいただいたのですが、観光土産の熊の木彫とは全然違っていて

衝撃を受けました。こんな木彫もあるんだと思い、写実的な動物を彫り始めたのが20歳頃のことです。

　それから30代半ばまでは動物などを彫っていましたが、曽祖父の貝澤ウトレントクのイタ（お盆）を複製した

ことがきっかけでアイヌ文様を彫り始めました。二風谷アイヌ文化博物館がオープンした際のシンポジウムで、

家に残っていた曽祖父のイタを出品したときに、先輩がそのイタを真剣に見ている表情を見て、自分もアイヌ

文様を彫らなくちゃいけない、そう思ったんです。

アイヌ文化と
現代アートの
融合の先に。

北の工房 つとむ
店主

貝澤 徹さん

土産物の木彫りから写実木彫、そしてアイヌ文様へ。

その後、アイヌの伝統文化と現代アートを融合させた作品を作り始めました。「アイデンティティ」は、今のアイヌ民族を表現した作品です。上着のファス

ナーの隙間からアイヌ文様が見えています。ファスナーが途中なのは、外見はみんなと同じでも、内面にはアイヌの精神を秘めているという表現です。

現代のアイヌがどう生きるかを問うメッセージ性が評価され、シリーズで製作しました。私の作品には必ずアイヌの伝統的技法を取り入れています。単

なるアートでは意味がありませんから。

　代表作のひとつ「UKOUKU（ウコウク）／輪唱」を製作するきっかけとなったのは、昔のアイヌ民族の入れ墨をしたお婆さん。アイヌ文化を継承する

中で、途絶えてしまった入れ墨の風習を立体物で残したいと思いました。

　女性たちが「ウポポ」という座り歌を歌うシーンに、老婆から少女まで世代の異なる5つの手を入れて、世代

交代しながら文化が受け継がれていくという思いをこめて創り上げたものです。

　札幌市営地下鉄南北線さっぽろ駅コンコースにある、アイヌ文化を発信する空間「ミナパ」のシンボルオブ

ジェ「IWOR-UN-PASE-KAMUY（イウォルン パセ カムイ）」もまさに労作でした。素材は、沙流川下流の水

田から出土した樹齢500 年ほどの埋もれ木で、同じ材料は二つとない上に、彫っていくうちに木が割れたりし

て。インスピレーションが湧いたそのままの勢いで作っているので、どんな作品でも同じものは製作できません。

単なるアートではなく、アイヌの伝統的技法を。

（2019年8月）



平取エリア BIRATORI

おかげさまで、店にはいろんな方が訪ねてきてくれます。最近特に多いのは、「ゴールデンカムイ」のファンの方々です。アイヌ文化の専門書を読む人は

限られますが、マンガやアニメはものすごい数の人の目に触れるし、海外にも広がっています。この作品の影響力の大きさには本当に驚かされました。

アイヌの料理や狩猟などの風習や文化がリアルに表現されていて、とても勉強して描いていると感心することしきりです。

　2016年に作者の野田サトル先生が来店して、資料用のマキリ（小刀）を注文されました。私が作ったマキリは、キロランケという登場人物のマキリとし

て使われました。そのとき、野田先生がツイッターで私のことを紹介してくれたおかげで、マキリの注文が急増したんです。

　主人公のマキリが欲しいとか、自由にデザインしてほしいとか。若い女性も興味を持ってくれて、自分でメノコマキリを注文していきますね。本来は、男

性からプロポーズされるときに贈られるものなのですが（笑）。

　今思い返してみると、結局は人に恵まれてここまで来たのだと実感します。人生の節目にいい出会いがありました。藤戸竹喜さんにはじまって、曽祖

父のイタの真価に気づかせてくれた二風谷アイヌ文化博物館学芸員の吉原 秀喜さん、そして私の作品を高く評価してくださった専門家の方々、もち

ろん野田先生も。イギリスなどの海外で、先住民族の文化に対する理解がある人 に々出会ったことも活動の場を広げるきっかけになりました。

人生の節目に、恩人たちとの出会いがあった。

2013年3月、平取町のアイヌ民芸品「二風谷イタ」と「二風谷アットゥシ」が北海道で初めて伝統的工芸品の指定を受けました。経済産業省の基準では

100年以上の歴史を持つ技術・技法であることが求められますが、アイヌの工芸品は製作者が不明なものが多く、なかなか指定されませんでした。し

かし、曾祖父の貝澤ウトレントクが100年以上前に製作していたことが証明できて、伝統的工芸品に指定されました。

　明治時代に名工と称された曾祖父には及びませんが、ありがたいことに世界各地で作品が展示されるようになりました。それに刺激されて、私と同

じような作品を手掛ける若手が出てきてくれないかと願っているところです。二風谷はイタが主流なので、もともと立体彫をする人が少ないんです。アイ

ヌ文化と現代アートを融合させた木彫には、まだまだ可能性があると思いますから。

　ウポポイのオープンで、アイヌ文化についての認知度が高まるのは非常にいいことだと思います。でも、すべてがそこに集約されるのではなく、地域性

も大事にしていきたいものです。同じアイヌでも、地域によって言葉も違えば風習も違う。たとえば、平取のアイヌは手仕事が得意です。その違いを活か

しながらうまく連携が取れれば、新たな展開も見えてくるのではないでしょうか。

　ユカラが得意なアイヌ、刺繍が得意なアイヌ、木彫りが得意なアイヌ、それぞれが得意分野を極めて、アイヌ文化を高めていけたらと思います。その

中で、私は職人として、木彫をもっと極めていきたいですね。少しでもいいものを、後世に残るものを作ることができれば本望です。

各自の得意分野で、アイヌ文化を高めていければ。

（2019年8月）



AINU
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アイヌ-言葉
口承で語り継いできた美しい言葉

日本列島の周囲には、付近に似た言語が

見当たらない言葉がたくさんあります。

アイヌ語と日本語も、隣り合って話されてきながらも、

大きく異なる言語です。 

 口承文芸である「英雄叙事詩」「神謡」「散文説話」などは、

暮らしの中で親しまれ、豊かな精神文化をも育んできました。

明治時代になると日本語の使用が強制され、

2009年にはユネスコが指定する「消滅の危機に瀕した言語」のうち

最も危機的な「極めて深刻」な言語とされましたが、

近年では新たにアイヌ語を学習する人 も々増えつつあります。

登別／白老エリア NOBORIBETSU / SHIRAOI

登別・白老
ゆかりの先人たち

詳しくはこちら

森竹　竹市
アイヌの詩人

生没年：1902年～1976年
出身地：白老村（現 北海道白老町）

もり    たけ　        たけ   いち

幼いころに父を亡くし少年期から漁場で働き、小学校を卒業した後も、日本海
側へ出稼ぎするなど苦労を重ねました。苦学して鉄道員となり、胆振、日高地方
の駅で勤務しました。青年期から俳句や短歌に親しみ、やがて同人誌などに短
歌を投稿するようになり、1937（昭和12）年には『若きアイヌの詩集 原始林』
を出版します。また、静内駅勤務時代に自ら「更正同志会」を結成したり、戦後
は北海道アイヌ協会の役員をつとめるなど、アイヌ民族の復権運動にもかかわ
りました。1967（昭和42）年には白老町立白老アイヌ民俗資料館の初代館
長に就任するなど、アイヌ文化の伝承、普及にも誇りをもって取り組みました。

詳しくはこちら

知里　真志保
アイヌ語研究に生涯をささげる

生没年：1909年～1961年
出身地：北海道登別市

ち     り　           ま     し      ほ

旧制室蘭中学校から一高、東京帝国大学へと進学、その間に言語学者の
金田一京助と出会い、アイヌ語研究を志します。樺太庁博物館の技術員や
北海道大学の教員として研究を進め、『分類アイヌ語辞典』など多くの業績を
のこし、その研究は今も多くの研究者に影響を与えています。アイヌに対する
差別や、アイヌ研究のなかの誤りや杜撰さを強く批判し、その存在と主張は
多くのアイヌにとっての精神的支柱にもなりました。友人でアイヌ語地名研究
者の山田秀三との共同研究など様々な研究を進めましたが、病のため52歳
で亡くなりました。

詳しくはこちら

野村　義一
アイヌ民族の地位の向上とアイヌ文化の伝承保存

生没年：1914年～2008年
出身地：北海道白老町

の    むら　          ぎ    いち

1914（大正3）年、北海道白老町に生まれ、地元の学校を卒業後、地元の
漁業組合に就職、戦後は白老漁業協働組合の専務理事、白老町議会議員
など地域の要職をつとめました。1960（昭和35）年から北海道ウタリ協会
（現 北海道アイヌ協会）の常務理事となり、アイヌ民族の社会的地位の向
上や歴史・文化の伝承に取り組みます。1964（昭和39）年に同協会理事
長に就任、1996（平成8）年の退任まで、「アイヌ新法」制定運動、「アイヌ古
式舞踊」の重要無形民俗文化財指定、国連での世界の先住民族との活動
などに尽力しました。

詳しくはこちら

知里　幸恵
カムイユカラの世界を『アイヌ神謡集』に

生没年：１903年～１９22年
出身地：北海道登別市

ち     り　          ゆき    え

祖母のモナシノウクや伯母の金成マツと暮らすなかで、アイヌ語や多くの口
承文芸を吸収していきました。旭川で暮らしていた15歳のとき、言語学者の
金田一京助と出会い、そのすすめもあって、口承文芸の筆録を始めます。
1922（大正11）年5月に上京して金田一宅で『アイヌ神謡集』の刊行準備
を進めますが、9月に心臓病により急逝しました。『アイヌ神謡集』は翌年に刊
行され、当時の多くの人々に感銘を与え、現在も、アイヌ文学の世界に誘う作
品として親しまれています。

詳しくはこちら

金成　マツ （アイヌ名 イメカヌ）
膨大なユカラを筆録

生没年：1875年～1961年
出身地：北海道登別市

かん   なり

1892（明治25）年から聖公会が函館に設けた学校に学び、1898（明治
31）年から平取や旭川の近文でキリスト教伝道に従事しました。姪の知里幸
恵とともに旭川で暮らしていたとき、言語学者・金田一京助の訪問を受け、こ
のころから研究者の調査にも協力するようになり、幸恵の死後、母モナシノウ
クらから伝承したユカㇻの筆録をはじめます。ローマ字で書かれたこれらのノー
トは約100冊。その一部は『アイヌ叙事詩 ユーカラ集』として刊行されました
が、未訳のノートもたくさん残されています。無形文化財保持者、紫綬褒章受
賞。知里真志保の伯母。

《知里幸恵 銀のしずく記念館》
アイヌ語のローマ字表記をより洗練されたも
のにした『アイヌ神謡集』の著者、知里幸恵
（1903-1922）の功績を称える記念館。『ア
イヌ神謡集』をはじめ、直筆の手紙や日記
帳、アイヌ語のノートなどが展示されており、
その生涯と業績に触れることができます。

9:30～16:30時間

火曜・冬季休館（12月20日～2月末）定休

www.ginnoshizuku.comURL

（アイヌ）

※こちらの情報は「北海道先人カード」「ヤウンモシリホッカイドウパンフレット」「WEBサイト アイヌガイドポータル」から転載したものです



登別／白老エリア NOBORIBETSU / SHIRAOI

ウポポイでは、舞踊グループリーダーという、26 人のメンバーをまとめる役割を務めています。私は平取町出身で、幼い頃からアイヌの歌と踊りをしてきま

したが、まだまだ経験やスキルが足りないと考えています。それを教えなければならないということで、プレッシャーを感じることもありますが、各地の伝承

者に話を聞いたり文献をあたったりして、根拠を示しながらメンバーに伝えるようにしています。

　舞踊グループのメンバーは、半数がアイヌで半数はシサㇺ（和人）です。お互いの文化を大切にしながら、ア

イヌ文化の継承・発展に取り組んでいます。歌と踊りといったアイヌの芸能は、地域によって節回しや手、足の

運びが異なるため、歌い分けや踊り分けに苦労しました。そのほかにも私は、伝統芸能上演プログラムのス

テージ構成を組み立てるという業務がありました。これまでに、日本語の解説を加える「シノッ アイヌの歌・踊

り・語り」と、イヨマンテという儀礼を題材にした「イノミ アイヌの祈り・歌・踊り」というプログラムを準備しました。

　扱っている演目は合わせて17演目あり、そのうち7演目は阿寒、帯広、むかわ、本別の伝承者に指導してい

ただいたものです。そのほか10演目は、これまで白老や各地域で伝承されてきたものをベースに、残されてい

る貴重な音声・映像資料を照らし合わせて、できるだけ忠実に復元しました。歌や踊りは、昔のままに受け継

いでいくことが難しく、少しずつほかの文化の影響を受けてしまいます。それを、暮らしの中で受け継いでいた

時代に立ち返ってみようという試みです。

伝統芸能から
アイヌ文化の
豊かさと魅力を
知ってほしい

公益財団法人アイヌ民族文化財団
文化振興部 伝統芸能課 舞踊グループリーダー

山道 ヒビキさん

アイヌとシサㇺが共に力を合わせて伝統芸能に取り組む。

アイヌの芸能は日々 の暮らしや儀礼の中で受け継がれていくもので、それを現代に伝えたい、残したいという思いを強く持っています。「イノミ アイヌの

祈り・歌・踊り」では、熊の霊送りである儀礼「イヨマンテ」の饗宴の一部を再現したいと考えました。イヨマンテでは、カムイ（神）をもてなすために歌と踊り

が繰り広げられます。過去のイヨマンテを実際に見たことがない世代の私たちにはイメージを持つことが難しく、数多くの模索をしました。

　一方の「シノッ アイヌの歌・踊り・語り」は、日本語で解説してから踊りを披露するというスタイルです。各地の特徴を活かすことにこだわっているので、

演目に合わせてその地域の着物に着替えます。各地の伝承者に手取り足取り教えていただいたものを、できるだけ忠実に再現するように心がけてお

り、教えていただいた8名のお名前は、パンフレットにも記載させていただいています。中には「伝えられてよ

かった」と涙を流される方もいて、うちのメンバーも一緒になって泣きました。そんな心の交流も財産になると思

います。

　メンバーの中で歌と踊りの経験者は10名ほどで、あとは初心者でした。歌や踊りは簡単なものではありませ

んし、見た目以上にハードです。ステージを成立させることだけを考えたら、どこかの地域の演目に絞ったり、

各地域の特徴をミックスさせたりなど、オリジナルの演目を作る方が簡単です。しかし、ウポポイには、それぞれ

の地域について紹介する役割があります。私たちのステージで各地域の紹介をしていますので、次はぜひ、

その地域に行っていただければと思っています。

それぞれの地域を紹介するのがウポポイの役割。



登別／白老エリア NOBORIBETSU / SHIRAOI

アイヌの芸能のほかに、アイヌ語や木彫りなど、アイヌ文化に関してはこれまでに一通り経験してきました。興味を持っていた、ステージプログラムの企画

構成も担当できました。また、公園職員と博物館の研究員・学芸員、アイヌ語の研究者で構成される「国立アイヌ民族博物館におけるアイヌ語表現・新

語検討ワーキング会議」の委員として、ウポポイの施設にある看板や案内・サインなどのアイヌ語を考えるという経験もさせていただいています。

　ワーキング会議では、既存のアイヌ語にない新しい言葉を作るべきか否か、という議論から始めました。各国の先住民族マオリやネイティブハワイア

ンなども、新しい言葉をつくることで、自分たちの言葉で会話をしている。その姿を見たときに生きた文化だと感じました。アイヌも同じように新たなアイヌ

語の取り組みとして新語を作っていきたいと考えています。新語といっても、アイヌ語としてのベースはしっかりとあります。たとえば「体験交流ホール」な

ら、「体験交流＝人が多く集まる＝ウエカリ」「ホール＝家＝チセ」というように、既存のアイヌ語を拡大解釈して使っています。

　ウポポイでは、アイヌ語を第一言語として位置付けており、使わないと上達しないので、簡単なアイヌ語を皆で使うようにしています。また、皆がポンレ

というアイヌ語のニックネームを持っているので、いつもポンレで呼びあっています。「イノミ アイヌの祈り・歌・踊り」でもメンバー同士のやりとりはアイヌ語

です。シフト勤務で毎日メンバーが変わり、アイヌ語セリフもアドリブなので、演目の導入には各地域の方言が飛び交います。そのあたりにも注目していた

だけると、ステージをより楽しんでいただけると思います。

新しい言葉をつくることで、生きた文化に。

アイヌ文化を扱う仕事ができるのはとても恵まれていて、それが当たり前だと思ってはいけないということ。アイヌ文化の中でも芸能は広く知られている

ため、はじめにお客さまや各種の取材の多くが私たちのグループにきます。もちろんメンバーは全力で頑張っていますが、ほかの分野の人も同じように

頑張っています。せっかくウポポイに来たのに、伝統芸能上演プログラムを観ただけで帰ってしまうお客さまもいると聞き、少しだけ残念な気持ちがあり

ます。

　私は幼いころからアイヌの歌と踊りをスパルタで教えられ、毎晩1時間はストレッチ、1時間は歌と踊りの練習をして、土日は各地に踊りに行くという生

活を続けてきました。それが嫌になり、アイヌ文化から離れた時期もありました。そんな時に札幌で開催された「先住民族サミットinアイヌモシㇼ 2008」 

で、自分と同年代の人たちが新しい表現方法でパフォーマンスをしている姿に衝撃を受けて、アイヌ文化の魅力に気づきました。

　私たちは決して、アイヌ文化のことだけを知って欲しいと考えている訳ではありません。アイヌ文化は世界の文化のひとつに過ぎないと考えています。

ウポポイを通して、世界にはさまざまな文化があり、それを尊重し合うことが大事だということを伝えていけたらいいですね。同じクラスにアイヌや外国人

など、自分たちとは異なるルーツを持つ人がいても当たり前です。将来、子どもが生まれたら、アイヌであるということを理解しつつ、ほかの文化もナチュ

ラルに受け入れることができる感覚を持ってほしいと願っています。

さまざまな文化が尊重し合う世界に。

6月13日に行われた
オリンピック聖火リレー
「セレブレーション
（点火セレモニー）」に
代表ランナーとして参加
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アイヌ-信仰
この世のすべてはカムイによってもたらされた

アイヌの信仰では、この世の万物に魂が宿っていると考え、

動植物など自然の恵みを与えてくれるもの、

火や水など暮らしに欠かせないものなどをみな「カムイ」として敬いました。

災いをもたらす病気や飢饉なども、カムイとして祀り、立ち去ってくれるように祈りました。

人間の世界での役目を果たしたカムイは、やがてカムイの世界へ帰ることになります。

大切に育てた子熊を、たくさんの土産を持たせてカムイの世界へ送り返す「イヨマンテ」は

特に重要な儀式とされ、近隣のコタンから大勢の人を招いて盛大に行われました。

旭川／宗谷エリア ASAHIKAWA / SOUYA

旭川・宗谷ゆかりの先人たち

詳しくはこちら

柏木　ベン
宗谷地方におけるアイヌ文化の継承者

生没年：1879年～1963年
出身地：宗谷村（現 北海道稚内市）

かしわ    ぎ

柏木ベンは、現在の稚内市、宗谷村会所前に生まれ、10歳のころ宗谷村第
二清浜に移り住みました。1942年ごろに目が見えなくなりましたが、84歳まで
長生きしました。ベンは宗谷地方のアイヌ語の話し手であり伝承にも詳しく、
研究者の調査にも応えてそうした宗谷アイヌの言葉や文化を語り遺しました。
宗谷アイヌの歴史と文化に関する記録は、現在のところたいへん少ないなか
で、これらは貴重な伝承となっています。

詳しくはこちら

川村　カ子ト
測量技師として各地で活躍、アイヌ文化の普及・啓発にも寄与

生没年：1893年～1977年
出身地：キンクシベツ（現 北海道旭川市）

かわ   むら　                ね

明治期の北海道が激変する環境下で、鉄道に憧れ、鉄道の測量を仕事とし
ました。北海道各地や、困難を極めた本州の長野県・天竜峡、樺太、朝鮮半
島などで測量の仕事を成功させました。後に父親のイタキシロマが1916年に
開設した「アイヌ博物館」を継ぎ、測量の仕事で得た資金を投じて「川村カ子
トアイヌ記念館」として発展させました。アイヌ文化の普及、啓発に努めて、旭
川市の発展にも寄与しました。

《川村カ子トアイヌ記念館》
アイヌ民族の文化の正しい伝承を目的に、1916
年に開館した日本最古のアイヌ資料館。アイヌの
文化や習慣を伝える生活用具など貴重な資料が
数多く展示されているほか、アイヌ文化を体験で
きる講習プログラムも人気です。

9:30～17:00（7～8月は18:00まで）時間

年中無休定休

k-aynu-mh.jp/index.htmlURL

（アイヌ）

※こちらの情報は「北海道先人カード」「ヤウンモシリホッカイドウパンフレット」「WEBサイト アイヌガイドポータル」から転載したものです



旭川／宗谷エリア ASAHIKAWA / SOUYA

川村カ子トという個人が作った私設の記念館ですが、旭川のアイヌ文化を支えているという自負はあります。昔のことを熟知した年長者が亡くなっていく中

で儀式を執り行うにあたり、一家の働き手である男性が中心となって準備を進めるということが難しくなっています。ここ20年くらいは、道具類を含めた準備

をほとんど当館で引き受けています。それを次世代に伝えていくというのが大きな課題です。誰かがやらないと、地域の伝承が途絶えてしまいますから。

　公的な援助がないので運営も厳しいのですが、逆に私設だからこそ続けられたという面もあります。今も、公民館に希望者を集めてさばいてもらったサ

ケを、一週間くらいかけて敷地内のチセで燻して「鮭トバ」を作っています。このように、公的な施設では難しいことが自由にできるのは私設ならでは。記念

館の展示内容に関しても、アイヌの目線ですべてを決めていくことが可能なので、今後はより地域に根差したものに変えていければと考えています。

　以前は、この辺りで木彫り熊の生産に携わる人が多く、「熊彫り通り」と呼ばれたほどでした。でも、それがだん

だんと減ってしまって。ものづくりに携わっていた人をはじめ、アイヌとしてのドラマがそれぞれにあるわけですか

ら、わかる範囲で紹介していけたらと思っています。石狩川を必死で遡上するサケと、それを狙うクマとの関係

性はドラマチックで、だから上川ではサケをくわえたヒグマの木彫りが盛んだったのでしょう。記念館として、そん

なサケとヒグマに絞った展示も面白いかもしれません。

旭川ならではの
アイヌ文化の
伝承や発信を
担っています

川村カ子トアイヌ記念館 副館長

ピリカウレシカの会 代表

川村 久恵さん

アイヌの伝承活動や伝統行事の支援も大事な仕事です。

アイヌ関連の名所や施設を結んで周遊を楽しむ「ユーカラ街道」というプロジェクトの一環で、旭山動物園でアイヌ目線での動物ガイドを務めています。

旭山動物園にはシマフクロウがいますし、オオカミとエゾシカが並んで展示されているので、天敵のオオカミが絶滅したことでシカが増えすぎてしまったこ

とや、アイヌにとってシカは獲物だがオオカミはカムイであることなど、アイヌと関わり合いのある動物についての説明がしやすいんです。

　中でもシマフクロウは、アイヌにとっては「村の守り神」ですし、環境を考える上でも大切な存在です。森の奥深くではなく、冬でも凍らない川や湖の近く

で、巨木があるような環境でないと生きていけないのですが、環境の変化で今はそんな場所がなくて。大体160羽くらいと言われているシマフクロウの数

を増やす計画が進められているものの、なかなか増えません。自然豊かと言われる北海道にも、実はそういった

問題があるということを伝えています。

　ほかにも、旭川市教育委員会が主催する出前授業では、年間で市内の小中学校10校ほどに出向いて「ア

イヌ民族音楽会」を実施しています。アイヌの伝統楽器「ムックル」や、アイヌの歌と踊りを体験してもらって、児

童や生徒の質問に答えるという内容です。今年はコロナの影響でムックル体験はできず、踊りも手を繋ぐような

ものは振り付けを変えて、歌もあまり大きな声は出さないようにと、とにかく気を使いましたが、今後も継続していき

たい活動です。

動物園ガイドや出前授業でアイヌや環境について解説。

（2020年11月）



旭川／宗谷エリア ASAHIKAWA / SOUYA

アイヌの観光地といえば、今はまず白老や阿寒、詳しい人なら二風谷を思い浮かべるでしょうか。半世紀ほど前は旭川もかなり盛んで、街のあちこちで

古式舞踊の披露が行われていたそうです。当時は川村カ子トのネームバリューも非常に大きかったのですが、最近はあまり目立たなくなっているように感

じます。日本最古の私設アイヌ資料館を作った功績や、北海道の鉄道を支えた測量技師としての業績など、もっと伝えていきたいですね。

　そんな中、「カムイと共に生きる上川アイヌ」が日本遺産に選ばれたことはとても大きな出来事です。テレビ番組になったこともあって、道内外のお客様

が来てくださいますし。上川アイヌは川を大切にしていて、奇岩の渓谷に「魔神と英雄神の戦いの伝説」を残しています。近年では、旭川駅近くの忠別

川に遡上してくるサケを迎える儀式も始めました。日常生活では馴染みがなくなった川から学べることも多いので、旭川でも川と親しむ観光を推進しようと

しています。

　その一例として、モニターツアーで石狩川の神居古譚付近をラフティングしました。4㎞ほどのルートで激流の場所もありますが、ラフティングだとむしろ

それが楽しいんです。何より景色が違います。川の中からいつもの街を見るとまったくの別世界のような感覚です。ラフティングをしながらアイヌ目線でのガ

イドもできるかもしれません。昔は丸木舟で通行していた川を、もっと安全に、同じ目線で景色を見ることができる……これは面白いですよ。何とか実現で

きないかと大いに期待しています。

旭川のアイヌ観光をもっと盛り上げていくために。

ウポポイの開業で全国的にもアイヌ文化への注目が高まっていますが、私もアイヌ文様を使って、旭川の大雪地ビールのラベルと高砂酒造のパッケージを

デザインしました。大雪地ビールのラベルは、アイヌ衣装を着た人 と々一緒に麦とホップを描いた楽しいもの。一方の高砂酒造の「旭神威」はウポポイの応

援を目的とした企画で、高級酒のイメージを崩さないようなデザインを心がけました。木製のボトルタグが六角形なので、それに合うような文様を考えました。

　旭川は木製家具の一大産地ですから、インテリアの中にアイヌのデザインを取り入れてみたいですね。大きなものは難しくても、たとえばアイヌ文様が浮

かび上がるランプシェードなどは実現できそうな気がします。旭川は札幌に次いで人口が多いまちで、ものづくりも盛んです。アイヌの美しいデザインを活か

して、そんな旭川ならではの活動をしていければ。ほかにも、日本遺産のプロジェクトで知り合ったファッション関係の方と一緒に何かできないかと模索して

いるところです。

　記念館の展示に関しては、新たに作った刺繍や工芸品を増やす方向で考えています。古いもののほとんどはすでに各地の博物館に収められていて、

そういうものを手に入れるというのは非常に難しいので。たくさんある木彫り熊などを活かしながら、川をめぐるサケやクマとアイヌの関わりなど、テーマ的な

展示を増やしていければ。川村カ子トアイヌ記念館としての今後のビジョンは、いろいろな人が出会う場所になることです。訪れた人それぞれが何かに感

動できるような、来て良かったと思えるような、そんなモノやコトがある場所にしていきたいですね。

地元のものづくりとのコラボでアイヌ文化を発信。

（2020年11月）
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アイヌ-歌と踊り
ユネスコ無形文化遺産に登載された古式舞踊

アイヌ民族の伝統的な歌や踊りには、日々の暮らしの中で歌われるものや、

儀式のときに演じられるものなど、種類も多彩で地域ごとに特色があります。

奉納の舞踊、鳥や動物などを模した舞踊、遊びの要素を含んだ舞踊など、

どれも歌と手拍子により、舞手と見る者が一体となって楽しみます。

「アイヌ古式舞踊」は、1984年に国の重要無形民俗文化財に指定された後、

2009年には、後世に遺すべき世界文化の一つとして

ユネスコ無形文化遺産に登載されました。

現代では、伝統的な歌や踊りに題材を得たものや、

まったく新しい音楽活動も生まれています。

阿寒／釧路エリア AKAN / KUSHIRO

阿寒・釧路
ゆかりの先人たち

※こちらの情報は「北海道先人カード」「ヤウンモシリホッカイドウパンフレット」「WEBサイト アイヌガイドポータル」から転載したものです

瀧口　政満
風と光を彫った彫刻家

生没年：1941年～2017年
出身地：旧満州・奉天（現 瀋陽）

たき   ぐち           まさ   みつ

1941（昭和16）年、旧満州に生まれ、3歳の頃高熱の為聴力を失いました。
22歳で訪れた北海道阿寒湖畔の土産物屋の店先で、クマを彫るアイヌ民
族の青年の姿に衝撃を受け、1967（昭和42）年に阿寒湖畔に移り住み木
彫の制作を始めました。風に髪をなびかせる女性や日だまりに立つ人、またシ
マフクロウをはじめとする動物たちなどを彫りつづけ、北海道での暮らしの中で
培った独自の作品世界が評価され、厚生大臣賞、北海道知事賞、釧路市文
化賞などを受賞しました。

床　ヌブリ
アイヌ民族の世界観をテーマに木を刻み続けてきた彫刻家

生没年：1937年～2014年
出身地：北海道釧路市

とこ

子供のころからアイヌ文化・芸術に強く惹かれて創作の道に進み、特に木彫
り彫刻を得意としました。25歳で東京で個展を開き、次々に発表する作品群
はアイヌ文化の香りを強くまといながらもオリジナル性が高く、世界的にも高く
評価される床ヌブリならではの木彫り世界を築きました。舞台芸術にも多く参
加し、1975（昭和50）年、阿寒湖アイヌコタンユーカラ座で務めた監督作品
は、パリで開催された第1回ユネスコジャパンフェスティバルで感動の鳴り止ま
ない拍手を受け、アイヌ文化の素晴らしさを世界の要人に示すなど、その功績
は今も輝きを失いません。

藤戸　竹喜
カムイに導かれた孤高の熊彫り職人

生没年：1934年～2018年
出身地：北海道美幌町

ふじ    と　         たけ     き

12歳、旭川近文で父のもと熊を彫り始めました。15歳で職人として仕事へ来
た阿寒の大自然に魅せられ、28歳でアイヌコタンに店を持ちました。以来、意
欲的に制作に励み独自の世界を築き上げていきました。熊を初め野生動物
の活き活きとした描写、自らのルーツであるアイヌ先人達の精神が宿るがごと
き等身大立像、また少年時代からの念願だった絶滅したエゾオオカミにも息を
吹き込み、アイヌと狼の一連の物語を残しています。振り返れば、貫かれてい
るのは、北の大地に生きた命を愛しむ心、そこに辿り着きます。

山本　多助
アイヌ文化の伝承者・著述家

生没年：1904年～1993年
出身地：北海道釧路市

やま   もと　          た    すけ

幼少の頃より同族の古老らからアイヌ文化に関する物語やウチャシコマ（言
い伝え）などを聞くのが好きで、それらを書き残すとともに、『阿寒国立公園とア
イヌの伝説』（1940年）など貴重な著作をたくさん出版しました。アイヌが自ら
自分たちの文化を学び復興させることを掲げた「ヤイユーカラアイヌ民族学
会」の創立に関わり、差別や偏見に対しては、強烈な批判精神と、ときに辛辣
な言葉を武器に、「どっこいアイヌは生きている」と反撃する「人道の戦士」で
した。アイヌ文化の復興への貢献、同胞への鼓舞など、一生をアイヌ民族に
捧げた偉大な先人でした。

Photo by Nagi Yoshida

《阿寒湖アイヌコタン アイヌシアター イコロ》
阿寒湖アイヌコタン内のシアターでは、「アイヌ古式舞
踊」や「火のカムイの詩」などの独特の芸能を鑑賞する
ことができます。2019年から始まった、デジタルアート
とアイヌ古式舞踊が融合した作品「阿寒ユーカラ ロス
トカムイ」（9月・10月毎日2回公演※）も必見です。

9:00～21:30（受付時間）時間

不定休定休

www.akanainu.jp/about/ikoroURL

（アイヌ）

詳しくはこちら

※状況によっては変更あり。



阿寒／釧路エリア AKAN / KUSHIRO

阿寒湖は観光地なので、夏季シーズンにはアイヌコタンは沢山の観光客でとても賑やかでした。長老たちのアイヌの歌やムックリの音色が休みなく流れ

ている環境で育ったので、自然とアイヌの踊りや歌や楽器に触れる機会も多かったと思います。私たち姉妹も物心つく前から阿寒アイヌ文化保存会の

活動に参加していて。コタンに住んでいる子供たちのほとんどは、冬季の閑散期になるとおばさんたちから踊りを習ったりして、楽しく過ごしていました。

【富貴子】

　２0代前半に、東京のアイヌ料理店「レラ・チセ」というお店で働いていたことがありました。その場所を通し

て、阿寒湖以外のアイヌの人たちに出会ったり、友人が出来たりして、その仲間たちと歌や踊りを共に学び会う

機会がありました。アイヌのウポポ(歌)も、そのくらいの頃からステージで歌うようになりました。【絵美】

　2011年に、音楽ユニットの「kapiw& apappo（カピウ&アパッポ）」を結成しました。ユニット名は日本語で「カ

モメと花」という意味です。カモメが姉、花が私で、自分たちの好きなアイヌ語のニックネームです。二人がそれ

までに教えてもらったことや経験してきたことを、アイヌの伝承歌「ウポポ」や、民族楽器の「ムックリ」「トンコリ」を

交えながら歌っています。【富貴子】

私たちの
ものづくりは
祖母の教えを
大切にしています

姉妹でアイヌ音楽のユニットとして活動しています。

アイヌの木彫家だった叔父・床ヌブリの旧アトリエを引き継ぎ、夫と「Cafe&Gallery KARIP」を営んでいます。伝統的なゴザをアレンジしたカゴバッグを

はじめ、コースター、ブレスレット、小物など、いろいろ取り組んでいます。カゴバッグの材料は、ガマという水辺の植物を使います。湖沼がなくなったり、護岸

工事で草が生えなくなるという環境問題も、ものづくりを通して考えるようになりました。毎年継続的に利用するためには、山菜などもそうですが、すべてを

採集するのではなく、若い芽は残しておいたり、毎年取る場所を変えるなど、アイヌの生活の中に学ぶことが多いです。一点一点ハンドメイドなので量産

はできませんが、アイヌ工芸や北海道の風土を感じさせるものが日常生活にあることで豊かな気持ちになれる

ような、そんな作品を作っていけたらいいですね。【絵美】

　カゴバッグ作りでも、うまくいかなかったり、うっかり目を飛ばしたりした時は最初からやり直すしかありません。

材料の中には、祖母が何十年も前に植えたオヒョウの樹皮もあります。そんな貴重なものを遺してくれた祖母に

は感謝しきれませんし、樹皮を見ると祖母が長いスパンで考えながら自然と向き合ってきたことを実感します。そ

れを商品にして売ってしまったら自分の手元になくなってしまうし、良いものを作ってみんなに使ってもらいたい

……。なので、素材は無駄にできないし、素敵なものを作れるように頑張らなくちゃね。【絵美】

ゴザをアレンジしたオリジナルのカゴバッグを製作。

cafe & gallery KARIP

民芸喫茶ポロンノ

下倉 絵美（姉）さん（左）

郷右近 富貴子（妹）さん（右）

（2020年10月）



阿寒／釧路エリア AKAN / KUSHIRO

私はアイヌコタンでアイヌ料理店を営んでいます。もともと母が始めた店で、｢ポッチェイモ｣は当時からの人気メニューです。最初のうちは、浦河の祖母が

仕込みを手伝いに来てくれていました。その仕込みがものすごく大変で。冬のあいだ外に置いて凍らせて、発酵したジャガイモの皮を剥くのも一苦労だ

し、独特の臭いもきついし、寒い時期に水を使うし……とにかく重労働なんです。中学生だった私たちも、よく手伝わされました。【富貴子】

　今は父が仕込みをやってくれていますが、その大変さがわかっているので、大切に使わせてもらっています。ポッチェイモとしてだけではなくピザにして

出したり、そういうアレンジはしていますが、作り方の基本は祖母の姿を見て覚えたものです。料理の仕方はもちろんですが、ものを大切にするという気持

ちの方を強く受け継いでいるかもしれません。「ひとつも無駄にできないんだよ」という祖母の言葉は、今でも私たちの耳に残っていますから。【富貴子】

アイヌ料理店のメニューも素材を無駄にしない心で。

2020年に全国公開された映画「アイヌモシリ」では、阿寒のアイヌコタンや、北海道に暮らすアイヌ自身がアイヌの役を演じています。いい映画を作るため

に、それぞれ協力しあって役割を果たしたという感じです。監督さんが、台本のセリフにとらわれずに「こういう意図でこういうシーンを撮りたい」と、役者の

気持ちを大事にしてコミュニケーションをとりながら、撮影が進められました。【絵美】

　映画の中で印象的なシーンはたくさんありますが、ちょっと嬉しかったことのひとつは、阿寒湖中学校の図書館や体育館、校歌の歌詞など、卒業生とし

てとても懐かしい風景が映像に残されたことですね。来年には小学校と統合になり壊されてしまうので…。今回出演した息子も、映画に出たことでいろい

ろなことを考えるようになったと言っていたので、成長のきっかけにもなったと思います。【絵美】

　映画を含めていろいろな経験をしてきた中で思うのは、表現って何だろうということ。アイヌ文化は料理も歌も踊りもシンプルなので、真似しようと思えば

すぐに似たようなことができるんです。でも、私たちの音楽や料理や工芸には、祖母や母、家族と過ごした時間や、コタンの人や出会った人たちと共有し

た思い、そのすべてが表れているように思います。「それって何？」と聞かれても説明できないのがジレンマですが、その繋がりを大切にしていきたいです

ね。【富貴子】

今の阿寒湖を舞台にした映画「アイヌモシリ」に出演。

（2020年10月）


